
令和４年度（２０２２年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 学校名：八代市立金剛小学校 ＞ 

１ 取組の概要報告   

（１）取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 ○栽培美化委員会で、ISO宣言の決定 

○Zoom放送で、全校児童への周知 

○職員会議で、「宣言項目・行動」について共通理解 

行動 

 ○栽培美化委員会によるごみの分別の呼びかけ（通年） 

・火曜日と金曜日の掃除時間に、校内のごみ集めを行い、燃え

るごみ、紙ごみ、プラごみの分別を呼びかけている。全教室に、

紙ごみ用とプラごみ用のリサイクル BOXを配布している。 

 ○美化委員会の掃除パトロール（１学期） 

・美化委員会の児童が掃除パトロールを行い、掃除に一生懸命

取り組むよう呼び掛けて回った。そして、頑張っている学級を

給食時の放送で紹介をした。 

 ○掃除ぴかぴか大作戦（２学期） 

・掃除がより徹底できる方法はないかを美化委員会で話し合

い、曜日ごとに特にきれいにする場所を決めて取り組む活動を

提案した。「月曜・ドアのレール」「火曜・棚の上」など、掃除

場所ごとにカードに書いて掲示し取り組んだ。 

 ○６年生の呼びかけによる運動会前の運動場整備 

・運動会を盛り上げるための活動として、６年生が全校児童に

朝の草取り作業を呼び掛けた。朝の草取り作業は３週間ほど続

き、運動場はきれいになった。そして、自分たちで整備した運

動場で運動会を成功させることができた。 



 ○４年生 金剛排水機場見学 

・排水機場を見学し、水をはき出し大雨などの水害から身を守

る工夫について学んだ。また、「田んぼダム」についても学ん

だ。子供たちは、排水機場を見学したり話を聞いたりして、「水」

や「水害から守る工夫」について体験を通して学ぶことができ

た。 

 ○海山プロジェクト 

・本校６年生が、山江村の山田小学校６年生と万江小学校５・

６年生と水島の清掃活動を行った。清掃作業をしながら、海と

山がつながっていることを、体験を通して学ぶことができた。 

 ○海山プロジェクト 

・本校５年生が山江村へ行き、山江村の山田小学校と万江小学

校の５年生と一緒に植樹を行った。森林の役割を学び、活動後

には、「また、植樹をしたい。」という感想が聞かれた。 

 ○美化委員会 朝の道路清掃（１０・１１月） 

・学校の木の葉が学校周りの道路に散ることから、美化委員会

で週に２回朝から道路の清掃活動を行った。本年度は落ち葉が

そう多くはなかったが、きれいになった道路を見て地域の役に

立っているということを感じることができた。 

 ○登校後の自主活動 

・登校した児童の中に、用務員が毎朝行っている栽培活動や清

掃活動を自主的に手伝う姿が見られた。花壇の草取りをした

り、選定した枝を掃いたりなど、自分から手伝っていた。 

 ○６年生 掃除プロジェクトによる美化作業（１２月） 

・６年生が１２月に校舎内の手洗い場掃除を昼休みの自主的

活動として行った。自分たちの教室だけでなく他の学年の手洗

い場まできれいに掃除をした。２月には各教室の扇風機掃除を

計画している。 



記録 

 ○保健委員会によるトイレのスリッパ並べの取組（２・３学期） 

・保健委員会がトイレのスリッパ並べを呼び掛けている。でき

たことが視覚化でき、意欲が高まるように、自分たちで考えた

「リッパーくん」のキャラクターをトイレ入口に貼っている。

トイレのスリッパも少しずつ並ぶようになった。 

 ○生活委員会による靴箱の靴並べの取組（３学期） 

・登校後の靴は並んでいるが、昼休み後の靴が並んでいないと

いう課題に気づき、生活委員会が靴並べの呼び掛けを行ってい

る。靴がきれいに並んでいた学級の靴箱に花を貼り視覚化して

いる。 

 ○ごみ袋のグラフ（通年） 

・学校からどのくらいのごみが出ているのかを視覚化し、子供

たちが少しでもごみの減量化を意識できるようにごみグラフ

として掲示した。毎月、数値目標であるごみ袋１０袋以下は達

成できている。 

見直し 

 ○環境 ISO宣言の取組の振り返り（１月） 

・１月の委員会活動で、環境 ISO 宣言の今までの取組につい

て、成果と課題を話し合った。「ごみの量は随分減ってきては

いるが、まだプラごみが混ざっているので、さらに呼び掛けて

いく」「掃除を頑張っているが、まだ掃除が十分できていない

ところがあるので、３月にクリーンタイムを計画したい」など

の意見が出された。 

 

（２）成果と課題 

成 果 課 題 

○美化委員会がごみ集めの際、ごみの分別を呼び

掛け、ごみの減量化が進んできた。 

○委員会活動や６年生の活動など、高学年をリー

ダーとした活動が充実できた。 

○昨年度よりも、教師の意識が高まり、児童への

指導や学級での取組が徹底できてきた。 

○体験を通しての環境教育を進めることができ

た。 

○節電についての実践が不足した。電気の消し忘

れを無くす、エアコンの使用の仕方を考えるな

どの節電への取組を学校全体で行っていく必要

がある。 

○ペーパーレス化は必要に応じて取り組んできた

が、職員の裏紙活用を進めるなど工夫をしてい

きたい 

〇家庭への発信も考えていきたい。 

 


